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心 界　σ2月）

　水星　暫らく見之なかったこの星は，12月に入って太陽の東側に現れ，中

旬には宵の西室に焚潤するやうになる．11日木星の北側を2．5。離れて倉合

し，月末29日には最大離角となる．光度は負0．5等であるから見出し易い．

　金星　L宵の明星「としての愈々勇兵を示す．光度負3．6等で，この月，射手

座から山羊座に移り，東天に昇ったシリウスとその光輝を競ふて寒い夜室の

美観であらう．

　火星　早くも火星表面の親察界にし白雲護見「で活氣を見せてみるこの星

は，曉の東天にアノ眞紅の光芒を放って，漸く話題の中心たらんとしてみる．

乙女座スピカの北側を順行してみる1．6等の星で，嶢天の見物であらう、

　木星黄道上を金星の西側に雄々順行中の木星の観察は本月中旬まで，そ

れ以後太陽に近づき見え難くなる．27日會合となって全く見えなv・．負1．3等

の光輝は宵の酉室に明星と違はないやうec　tf

　土星　日が暮れると東天に昇ってみる．有名な環の消失で，本年中の話題

を喋ってみるこの星は本月28－29日，再び消失される．こんどは是非ともこ

の絶好のチャンスを見逃されぬ様，望遠鏡所持者に望んでおく．光度L3等，

望遠鏡裡に何時見ても愛らしいのは土星のみ．

　天王星鯨座ρ星の酉に6．1等の淡V・姿をみせてみる．双眼鏡所持の方に観

察をお薦めする．

　海王星獅子座とコップ座との聞にあり，光度7。7等．

　冥王星　乙女座スピカの南西12。の庭にジッとしてみる．

　星座　塞たばしる師走の寒夜なれど，暖櫨を外に星光に親しむは冬夜に限

る．も早や晩秋の名fag　1）の星座は大凡，西に移り，冬の銀河が南東から北西

に流れ，てるる．この銀河中には實に見事な大星座が居並ぶ．一一Lオリオン■

の雄，L牡牛■の批，　L双子「の愛，　Lカシオペア■の美，　Lペルセ「の勇，し駅者■

の武等々．その一ヒ銀河を挾んでL大犬「のシリウス，L小犬「のプロシオンの輝

星の嵩現は全天を明朗化する．　　　　　　　　　　　　（葵　　星）


